
第５章 計画の推進に向けて

PDCA サイクルに基づく計画の推進

施策・事業の実施に当たっては、本計画及び関連する個別計画の担当課を中心に、関係各課との連携
を更に強化し、本計画に関連する施策・事業の実施を推進します。
評価については、より一層の推進を図るため、施策の推進に関連する事業などについて、毎年その進捗状

況を、市民や関係機関で構成される「あきる野市地域保健福祉計画策定・推進委員会」において検証しま
す。検証の結果、改善の必要があると認めるときは、計画内容を変更する、実施・推進のあり方を見直すな
どの取組を進めていきます。

計画評価のための指標の設定

施策の推進に関連する事業の進捗状況の検証、最終年における計画の達成度に関する評価は、基本
目標にある重点施策について指標を設定し、「あきる野市地域保健福祉計画策定・推進委員会」において
評価を行います。

第１章 計画策定に当たって

計画の背景及び目的
今後、更なる少子高齢化の進行や人口減少社会を迎えようとしている状況を見据え、地域福祉の向上

は全ての市民が住み慣れた地域の中で安心して暮らしていくために欠かせないものであります。こうした認識の
もと、市民と行政との協働による、笑顔あふれる安心して暮らせる保健福祉都市をめざし、「あきる野市地域
保健福祉計画」を新たに策定します。

計画の根拠及び位置付け
「あきる野市地域保健福祉計画」（以下、「本計画」という。）は、本市における保健・福祉に関する

総合的な指針となるものであり、社会福祉法（昭和 26年法律 45号）第 107 条に基づく「市町村地域
福祉計画」です。
本計画は、「あきる野市総合計画」を上位計画とするとともに、福祉分野の個別計画の上位計画として位

置付けられます。また、本市が策定するその他の関連する計画や、あきる野市社会福祉協議会が社会福祉
法第 109 条の規定に基づき策定する「地域福祉活動計画」とも連携し、地域福祉の推進を図るものです。

第２章 あきる野市の地域福祉を取り巻く現状

総人口は 8 万人台で推移していますが、令和 4 年には 8 万人を下回ると推計されており、少子高齢化と
同時に人口減少が進んでいます。このような状況の中でも、合計特殊出生率※１や 65 歳健康寿命※２は東
京都平均を上回る状況が続いています。

支援を必要とする人や家族が増え、支援の仕組み及びサービスの整備や利用が進んでいます。また、地域に
おいては、市民や関係機関の協力のもと、助け合いや支え合いの仕組みもつくられてきています。

本市の施策において、市民が充実していると考える施策の上位は「健康づくり」「介護予防」「防災・防犯の
取組」でした。一方で、市民が充実していないと考える施策は、「道路や建物のバリアフリー化など誰もが暮ら
しやすいまちづくり」「権利擁護、虐待防止の取組」などが上位となりました。（「あきる野市地域保健福祉計
画策定のためのアンケート調査」より）
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（1）健康づくり・生きがいづくりの充実
住み慣れた地域でいつまでも元気で過ごすことが
できるよう、健康寿命の延伸、社会参加や生き
がいづくりなどを推進します。

（1）地域力の強化
市民や関係機関がそれぞれの力を発揮し、協働・
連携して支え合い、助け合いができる地域づくりを
推進します。

（1）包括的な相談支援体制の充実
安心して暮らし続けることができるよう、複雑・多様
化した生活課題に包括的に対応できる相談支援
体制をつくります。

（2）人材育成の推進
サービス提供や支援を行う担い手の育成と支援とと
もに、地域福祉を推進するボランティアの育成と
支援を行います。

重
点
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※１：15～49 歳までの女性の年齢別出生率の合計
※２：65歳の人が、何らかの障害のために日常生活動作が制限されるまでの年齢を平均的に表すもの １４

最終案



第３章 基本理念・基本目標及び重点施策 第４章 施策の展開

健康づくり、生きがいづくり、
保健・医療体制及び防災・防犯
対策を通じた地域のつながりの
強化、ユニバーサルデザインによ
るまちづくりなど、住み慣れた
地域で、誰もが安全・安心に住み
続けられるよう、環境づくりを
進めます。

全ての市民が住み慣れた地域
で安心して暮らせるよう、人や機
関などの地域資源の連携を推進
し、お互いに地域で支え合い、
助け合う仕組みづくりを進めま
す。

安心して地域で生活できるよ
う、包括的な相談支援体制の充実
を図ります。また、支援などが必
要になっても、地域において誰も
がその人らしく暮らせるよう、保
健福祉サービスの確保・整備に努
めます。

福祉に対する意識の向上を
図るとともに、地域福祉の担い手
となる人材を育成する支援を行
います。

市民、関係機関、市の関係部署（関連計画）が

協働・連携して、施策を展開・推進していきます！

地域の暮らしを支える
体制づくり

（１）健康づくり・生きがいづくりの充実

（２）医療と介護の提供体制の充実

（３）防災・防犯体制の充実

（４）人にやさしいまちづくり

（１）地域力の強化

（２）見守り体制の充実

（１）包括的な相談支援体制の充実

（２）適切なサービスを提供できる体制づくり

（１）地域保健福祉の意識向上

（２）人材育成の推進
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基本理念

重点施策

重点施策

重点施策

重点施策

基本目標 施 策
① 健康寿命を延ばす健康づくり・介護予防の推進

② 社会参加・生きがいづくりの推進

① 地域における医療体制の充実

② 医療と介護の連携の推進

➀ 防災・防犯対策を通じた地域のつながりの強化

➀ ユニバーサルデザインによるまちづくりの推進

➀ 地域が主体の活動の推進

➀ 見守りネットワークの充実

② 虐待防止、早期発見のための見守り活動と連携の強化

➀ 複合的な課題に対応できる相談支援体制の確立

② 個別の課題に対応できる相談機能の強化

➀ 保健福祉サービスの提供体制の強化

➀ 福祉教育と情報発信の推進

➀ 担い手の育成と支援

② ボランティアの育成と支援

② 支え合う地域づくりの推進

施策の展開

２ ３


